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クレー、ハリウッドに行く 

クリフォード・オデッツとお気に入りのアーチスト               奥田修 

 
Klee Goes to Hollywood 
Clifford Odets and His Favorite Artist 
 

  
FIG 17 
 

１. プロローグ 

アメリカの劇作家兼シナリオライターのクリフォード・オデッツ（１９０６–１９６３）が

第二次大戦後間もないころ、多くのクレーの作品を収集したことは、比較的良く知られてい

る。特に１９５１年に撮影された彼が仕事部屋で壁一面に所狭しと掛けられたクレーの絵を

前にしている写真は、クレーのアメリカでの受容史の貴重なドキュメントとして、それをテ

ーマとするエッセイやカタログに、しばしば掲載されてきた。（FIG 17） しかし彼のクレ

ー・コレクションが成立したいきさつや、その具体的な内容については、これまでほとんど

研究されてこなかったのが現状である。オデッツは２０世紀前半のアメリカを代表する劇作

家の一人として評価されているが、彼の友人で俳優のマーロン・ブランドの「私にとって彼

はまさに３０年代そのものだった。」(1)という言葉に端的に示されているように、オデッ

ツは大恐慌の最中、劇団グループ・シアターGroup Theater の新進劇作家として矢継ぎ早に

発表上演した左派の政治的演劇がヒットし、３０歳をまたずしてキャリアを確立し、「ブロ

ンクスのバーナード・ショー」と称えられ、まさに時代の寵児としてもてはやされた。彼は

それ以降１９４０年代、１９５０年代には政治的テーマからは離れ、個人的なレヴェルにお

いてアメリカン・ドリームのさまざまな側面を照らし出そうとしたが、再び３０年代のよう

な名声を得ることはできなかった。しかしわれわれのテーマにとって興味深いことに、オデ

ッツは１９４０年代半ばを過ぎて、つまり大戦が終わり、共産主義が敵とみなされ、彼がシ

ナリオライターとして活躍したハリウッドの脚本家・俳優・映画監督たちも共産主義に加担

していたのではないかと嫌疑をかけられ、大きな社会問題となった時代に芸術作品、とくに
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クレーの絵を集中的に購入したのである。もちろん、彼はハリウッドでプロフェッショナル

な仕事によって充分収入を得ることができたから、それがまず絵画収集の前提条件ではあっ

ただろう。またそれに加えて重要なのは彼が画商ジー・ビー・ノイマン J.B. Neumann（１

８８７–１９６１、フルネームはイスラエル・ベア・ノイマン Jsrael Ber Neumann）の知己

を得て、クレーの作品を比較的安い値段で買うことができ、またこの１９２３年にベルリン

からニューヨークに移住して画廊を開き、アメリカでのドイツ近代美術紹介のパイオニアと

して活動した画商から、クレーはもとよりヨーロッパ・アヴァンギャルド美術について学び、

アドバイスを受けたことであろう。またオデッツは同時に自分でも絵をたしなみ、それらに

はクレーの影響もあるが、それだけではない、独自の多様な作風を展開して(2)、当時ノイ

マンの画廊で２回も個展を開催している。筆者は昨年秋からクレーの総作品目録のデジタル

版編集プロジェクトの一環として、これまで不明な点の多かったオデッツのクレー・コレク

ションについて調査し始めたのであるが、その過程で、単にコレクションを再構成するだけ

でなく、それを劇作家の仕事や、彼の置かれていた歴史的な状況を踏まえて理解する必要が

あるのではないかと考えるようになった。もちろん、私の研究はまだその問題と取り組むに

充分な域に達していないが、本稿はその意味でも、これまでの調査についての中間報告であ

る。 

 

２．オデッツとノイマン 

オデッツが画商ノイマンと知り合ったのは１９４０年、オデッツの戯曲『夜ごとの衝突』の

下準備のため、ステージ・デザイナーのボリス・アロンソン Boris Aronson と芝居の舞台で

あるニューヨーク湾内のスタテンアイランドに取材旅行した時であった。(3) 悲劇的な三角

関係をテーマとするこの作品は間接的にオデッツの反戦の立場を反映していたが、１９４１

年１２月、日本軍がアメリカ海軍のハワイ真珠湾基地を奇襲し、アメリカの参戦によって太

平洋戦争が始まった、その直後に上演され、不成功に終わった。それはともかく、キエフ出

身のロシア人、アロンソンは、ノイマンと同じように１９２３年にアメリカに移住し、当初

はロシア構成主義の影響を受けた舞台装置によって評価されたが、３０年代半ばから伝統的

な写実的デザインも手がけるようになり、１９３５年にはオデッツが脚本を書き、劇団グル

ープ・シアターによって上演された『目覚めよ、そして歌え！』の舞台美術を担当した。ア

ロンソンは画家としても活躍しノイマンの企画した展覧会にも出品していたので、彼がスタ

テンアイランドへのトリップに友人の画商を誘ったと推測される。ノイマンは若いころ画商

になる以前、舞台俳優になることを志望しベルリンのマックス・ラインハルト Max 

Reinhardt の演劇学校で勉強しようと試みたこともあったが、ステージ・フライトを克服す

ることができず、諦めたという。(4)ちなみにオデッツもラインハルトとは無縁でなく、１

９２４年ブロードウェイでラインハルトの演出による『奇跡』の公演を見て感銘を受けてい

る。またオデッツが１９３７年に結婚した二番目の妻ルイーゼ・ライナー Luise Rainerは

１９３５年まで, ラインハルトがインテンダントを勤めていたたウィーンの Theater in 

der Josefstadtに出演していた。ノイマンの演劇やパーフォマンスへの志向は画商になっ

てからも彼の画廊の企画に反映され、１９１８年１月彼のベルリンの画廊グラフィッシェ

ス・カビネット Graphisches Kabinettでのリヒャルト・ヒュルゼンベック Richard 

Huelsenbeck の有名な最初のダダ演説はその嚆矢をなす。ニューヨークに移ってからもノイ

マンは講演会やコンサート、パーフォマンスを彼の画廊のプログラムに取り入れた。彼はと
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りわけブレヒトの演劇を好み、またオペラの愛好家でもあり、モーツァルト（『ドン・ジョ

ヴァンニ』『フィガロの結婚』『魔笛』）やリヒャルト・シュトラウス（『薔薇の騎士』）

のオペラのライブ公演に度々通っていたことが彼のノートに記録されている。(5)オデッツ

もまたノイマンにおとらず熱狂的な音楽ファンであったらしく、１９２４年には「アメリカ

の最初のディスクジョッキー」としてラジオ WBNYでクラシック音楽と現代音楽に即興のナ

レーションを交えたプログラムを受け持った。(6) こうしたオデッツの音楽への偏愛につい

て、ハワード・ポラックは、オデッツの友人で作曲家のアーロン・コープランドについての

評伝の中で次のように書いている。 

「オデッツは音楽を熱愛していた。彼はモーツアルト、シューベルト、そして特にベートー

ヴェンが好きで、少なくとも若い頃にはこの作曲家を共産主義の先駆者と看做していた。彼

はコープランドだけではなくハンス・アイスラーとも親友になり、いくつかのプロジェクト

をコラボレイトした。オデッツは古いものから新しいものまで音楽作品の膨大なレコードを

収集していた。（中略）オデッツはとりわけコープランドの音楽を賞賛し、１９３９年、劇

作ゴールデン・ボーイの成功に気を良くして、５００ドルで彼に捧げられたピアノソナタ

（１９４１年）を委嘱した。（中略）１９５０年代はじめ、彼は再度コープランドにもう一

曲ピアノソナタか弦楽四重奏曲を彼が所蔵していたクレーの絵と引き換えに作曲してくれな

いかと依頼した。」 (7)  

このように見てくると、オデッツとノイマンが２０歳近い年齢差にもかかわらず、互いに趣

味と文化的なバックグラウンドを分かち合えたことが理解されよう。もちろん彼らを結びつ

けた要因としては、ともにロシアないしは東欧にルーツを持つユダヤ系の出身であったこと

も見逃せないが、彼らの友情は具体的には美術作品、特にクレーの作品を通じて深められる

ことになった。 

ノイマンは１９２１年すでにベルリンの彼の画廊 Graphisches Kabinett でクレーの展覧会

をオーガナイズしたが、アメリカに渡ってからは、彼がクレー宛の手紙に書いているように

１９３０年になってはじめて、この画家の作品に「惚れ込み」(8)、以後そのアメリカでの

普及に努めた。その最初の成果は１９３０年ニューヨークの近代美術館で開催されたクレー

展である。これは最初ノイマンの画廊で開く計画であったのだが、広いスペースが必要なた

め会場を近代美術館に移して実現されたのである。(9) ノイマンは１９３９年にはマリア

ン・グトゥリー・ヴィラルド Marian Guthrie Willard と共同でクレーの個展を開き、翌年

再オープンした自分の画廊ニュー・アート・サークルで１９５２年まで五つのクレー個展を

催した。ノイマンとマックス・ベックマンについては最近その往復書簡が編集され、両者の

交友関係に新たな光が照射されたが(10)、ノイマンとクレーの関係については、これまでま

とまった研究がなく、筆者はクレーの総作品目録のデジタル版編集プロジェクトの一部とし

て、そのための資料を収集し始めたところである。 

 

３. オデッツのクレー・コレクション 

オデッツは１９４０年１１月に初めてノイマンの画廊ニュー・アート・サークルを訪れ、モ

ーリス・ユトリロとマルセル・グロメールの絵を買い求めた。彼は日記にユトリロの絵につ

いて「雪景色の通りを描いたチャーミングな絵、典型的なユトリロの作品だが、いわゆる白
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の時代の秀作である。」と (11)と書いており、彼が派手なものよりは深みのある芸術を好

む繊細な感受性の持ち主であったことを窺わせる。 

オデッツがクレーの作品を買ったのは、しかし、第二次世界大戦が終わってからである。こ

の間、彼は１９４３年ブロードウェイでの仕事にひとまず見切りをつけてハリウッドに移り、

シナリオライター兼監督として『孤独な心』を制作し、新たな一歩を踏み出した。ケーリ

ー・グラント Cary Grantとエセル・バリモア Ethel Barrymoreが共演したこの映画は興行

的に成功したとはいえないが、バリモアは助演女優としてオスカーを受賞し、グラントは主

演男優賞に、音楽を担当したハンス・アイスラーは作曲賞にノミネートされた。続いて１９

４６年にオデッツはシネマ・ノワール『暁の死線』と娯楽映画『ユーモレスク』のシナリオ

を書き、特に後者は一般受けして成功を収め、１９４７年の映画の興行収益トップランキン

グの４６番目となった。 

そしてまさにこの時期にオデッツはクレー作品を収集し始めるのである。彼はその際ノイマ

ンだけでなく、ノイマンの競争相手であったニューヨークのブッフホルツ画廊のクルト・ヴ

ァレンティン（１９４８年以降クルト・ヴァレンティン・ギャラリー）やニーレンドルフ画

廊から、またルツェルンのローゼンガルト画廊などからもクレーの絵を買っており、購入ル

ートが不明な場合もいくつかある。 またノイマンが仲介したケースが具体的にどれほどあ

ったのかも、まだ確定できているとはいえない。こうした問題の解明は、これからの所有者

来歴調査 Provenance researchに委ねるとして、ここでは、オデッツがクレー・コレクター

として、当時みずから表明したことを紹介し、その心理的な側面を探ってみよう。 

 

FIG 1 

オデッツが最初に買ったクレーの絵は、彼の言明によれば、《硬い植物》（耐寒植物?）

harte Pflanzen [Hard Plants] 1934, 212 （FIG 1）であったという。(12) この絵は、や

はりオデッツが購入することになるクレーのタブロー画《子供と伯母さん》Kind und Tante 

[Child and Aunt] 1937, 149 とともにベルンのクレー協会からニーレンドルフ経由でノイ
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マンに販売委託されていたもので(13)、１９４６年の春か夏の始めにオデッツに売られ、６

月にはニューヨークから当時彼が住んでいたロサンゼルスの家に送られた(14)。オデッツは

この作品によってクレーに開眼することになったらしいが、それを伝える批評家ヘンリー・

マックブライド Henry McBrideの言葉を次に引用しよう。「オデッツ氏が最初に買った作品

は、氏が私に語ったところでは、気まぐれなもので、純粋なドビュッシーの旋律を伴ったリ

リカルなタッチに心を打たれたという、そしてこのようにして氏はすばやく、すべてのクレ

ーの音域を獲得することになった（後略）」 (15) 

ここには先に見た Utrilloの場合と同じようにオデッツの洗練された感性に加えて、彼が音

楽との関連から共感覚的にクレーの絵に接近している点が興味深い。オデッツが harte 

Pflanzen [Hard Plants] に聞いたドビュシーの旋律は、それから瞬く間にクレー芸術の全

音域へと広がったようだ。それは１９４６年６月にオデッツに送られた差出人不明の手紙に

同封された、ニューヨークからロサンゼルスに運搬されるオデッツの美術コレクションの作

品リストに、すでに総計２９点のクレー作品が記載されていることからも容易に想像される

(16)。オデッツはそれから一年後、１９４７年６月２３日付けでノイマンに宛てた手紙に 

「この１４ヶ月の間に私はクレーの絵にほとんど４万ドルをつぎ込んだ。」(17)と書いてお

り, さらに１９４７年７月に画商のニーレンドルフに宛てた手紙に記したところでは、それ

までに彼のクレー・コレクションは全部で５５点に及んだ(18)。熱に浮かされたようにクレ

ーを買い漁った１４ヶ月間を振り返って、オデッツは１９４７年６月１４日付けの手紙に次

のように書く。 

「私が購入した作品を一人になって楽しむまでには、まだしばらく時間が掛かるでしょう。

この一年間私がしたように、絵画にこんなに多くの金を投入するのは私にとって大変な犠牲

的行為だからです。この聖人を祝福しましょう。彼はレンブラント、ゴヤ、ドーミエ、モー

ツァルト、シューベルト、ハイネ、セザンヌ、そして、あと何人かの「失敗者」と一緒に私

の心を捉えて離しません。教会全体には、それらに匹敵するほんの少数の聖人しかいません。 

私は座って自分だけの聖人たちを崇めるのです。」(19) 

オデッツの美術品収集熱は１９４７年秋、ハリウッドで下院非米活動委員会 The House 

Committee on Un-American Activities, HUACの共産主義排斥を目的とする調査が開始され

るにおよんで峠を越えたようだ。反共のキャンペーンに直接間接に巻き込まれ、また子供の

養育など家庭の事情もあって、オデッツは１９４８年ころから所蔵美術品の一部を売り、場

合によってはそれらを他の作品と交換したこともあるらしい。しかしクレー収集をまったく

止めてしまったわけではない。それは、１９５１年ヘンリー・マックブライドがアート・ニ

ュースに載った前述の記事に、この時点でオデッツのクレー・コレクションが６０点以上で

あったと書いることから推察できる(20)。オデッツのクレー・コレクションは全体として驚

くほど変化に富んでおり、この画家がじつに多様な作風を展開し、さまざまのテーマを扱っ

たことを念頭において選択収集されたのではないか、という印象を与える。演劇やオペラに

関係する絵が少なからず含まれているのは、コレクターの本業との関連で当然と言えようが、

それにはノイマンの仲介者としての役割が反映しているかもしれない。 
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４．新しい資料による研究成果 

１９９６年から２００４年までに出版された全９巻の Catalogue raisonné Paul Klee によ

れば、かつてオデッツのコレクションに含まれていたクレーの作品は総計７０点になる。こ

れは当時参照できるほとんどすべての資料に基づいて調査した結果であるが、現在進行中の

再調査の過程で、1) そのうち２点はオデッツとは無関係であること、2) また５点は確証が

なくさらに調査する必要のあることがわかった。そして 3) 新しく１２点の作品（うち２点

は版画）が旧オデッツ蔵であったことが明らかになった。(付録の一覧表を参照のこと) 

今回の調査では、すでに参照された資料を再検討するとともに、新しく次のドキュメントに

重点を置いてオデッツのクレー・コレクションの再構成をさらに進めた。 

a . １９４６年８月１日ニューヨーク・ポスト New York Post のために撮影されたオデッ

ツの写真 

b.  １９５１年の夏、ニューヨークの近代美術館で開かれたニューヨークの五つの個人コ

レクション精選作品展 Selections from 5 New York Private Collections, The Museum of 

Modern Art, New York, 26.6.- 9.9.1951 のチエックリストと会場の写真 

c.  b の機会にアート・ニュース Art News の記事のため撮影されたオデッツと彼の仕事部

屋の写真 

d.  １９５２年、ウェルズリー大学のファルンスワース美術館 Farnsworth Museum, 

Wellesley College で開催されたクレー展のカタログおよびクルト・ヴァレンティンが作成

したオデッツのクレー・コレクションのリスト Curt Valentin, «Paintings by Paul Klee. 

Clifford Odets Collection» 

 

a. １９４６年８月１日ニューヨーク・ポスト New York Post のために撮影されたオデッツ

の写真 

アントニー・カルヴァッカ Anthony Calvacca が撮影したこの写真はニューヨーク・ポスト

のアルヒーフに眠っていたもので、最近になってゲッティイメージズ Getty Images によっ

て一般にアクセスできるようになった。（FIG 2） 

オデッツはおそらくロサンゼルスの家の仕事部屋でタイプライターを前にして座っているが、

彼が見ているのはそのタイプライターの上に置かれた一枚の紙で、裏側にはよくわからない

イメージが描かれている。向かって左前、そしてその後方には色鉛筆や絵筆も置かれている

から、この部屋はアマチュア画家オデッツのアトリエとしても利用されたのであろう。１９

４８年の１月に彼はノイマンのニューヨークの画廊ニュー・アート・サークルではじめての

個展を開き、３０点の 「愉快なプリミティヴスタイルの小さな水彩画」 (21) を出品、 

「すでに趣味のレヴェルを超えている」(22)と美術雑誌アート・ニュースで評価された。そ

れはさておき、われわれにとって興味深いのは後ろの壁に掛けられた４点のクレーの絵であ

る。このうち３点はオデッツのコレクションに含まれていた絵として Catalogue raisonné 

Paul Klee に図版付で収録されているので、同定するのはそれほど難しくない。 
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FIG 2 

 

左下 violett-gelber Schicksalsklang mit den beiden Kugeln [Violet-Yellow Sound of 

Fate with the Two Spheres] 1916, 10（FIG 3） 

右上 Fata morgana zur See [Fata Morgana at Sea] 1918, 12（FIG 4） 

右下 Fest auf dem Wasser [Water Festival] 1917, 136（FIG 5） 

 

  

FIG 3 
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FIG 4 

                              

FIG 5 

この三点は先に触れた１９４６年６月のニューヨークからロサンゼルスに運搬されるオデッ

ツの美術コレクションの作品リストに記載されており、これらの作品がオデッツのもとに送

られて間もない８月はじめにこの写真が撮影されたことと符合する。ところが残りの一点、

向かって左上に掛けられている絵は Catalogue raisonné Paul Klee を参照しても似たもの

が見当たらない。しかしこれはよく見ると筆者が２００７年に発表した«The Image as 

Stage. Paul Klee and the creation of theatrical space» の中で、《カラフルピープ

ル》bunte Menschen [Colourful People] 1914, 52 であろうと推定した水彩画であること

がわかる。（FIG 6）これはクレーが１９１４年４月のチュニジア旅行の後、ミュンヒェン

にもどってフーゴ・バル Hugo Balの演劇プロジェクトのために作成した絵のひとつで、ク

レーが舞台美術を担当することなっていたエウリピデスの『バッコスの信女』に関係するの

ではないか、というのが筆者の仮説である。これについては２００７年のエッセイを読んで

いただくとして（付録ｐｄｆ参照）、ここではオデッツとの関係で新しく判明したことを記

しておこう。まず、もう一度上記のリストを見ると、この作品にマッチするタイトルとして

挙げられるのはサーカスのシーン«Circus Scene»だけである。そしてこれとよく似たタイト

ルはクルト・ヴァレンティンが後に作成したオデッツのクレー・コレクションのリストの８

番目に記載されている水彩画 «Circus Folk»であり、ヴァレンティンはそこに«Clifford's 

titel»と注記している(23)。《カラフルピープル》bunte Menschen [Colourful People]は
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１９２１年ハノーヴァーのケストナー協会 Kestner-Gesellschaft で展示されて以来、行方

不明とされてきたが、それは作品にもそれが貼られている台紙にも制作年、作品番号、そし

てタイトルが書かれていないため、同定が困難であったからである。１９４６年の写真を見

ると絵と額の間の台紙の部分は黒く、そこになんら表記が無かったため、オデッツは自分で

«Circus Folk»というタイトルを付けたのであろう。この絵は１９８９年にベルン美術館の

パウル・クレー財団 Paul Klee Foundation で鑑定されたときも、本物であることは確かで

あったが、同定はされなかった。またこの時点では、台紙の部分には、ブルーの絵の具が塗

られており、このことも同定を困難にしたと思われる。（FIG 7）この青の絵の具はおそら

くこの絵がオデッツの死後、ピッツバーグの G.・デイヴィッド・トンプソン G. David 

Thompsonのコレクションであった時代に付け加えられたのであろう(24)。 

 

   

FIG６ 

 

FIG 7 
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さてオデッツは１９４６年の写真が示すように、《カラフルピープル》bunte Menschen 

[Colourful People]の下に《紫と黄色の運命の響きと二つの球》violett-gelber 

Schicksalsklang mit den beiden Kugeln [Violet-Yellow Sound of Fate with the Two 

Spheres] 1916, 10を掛けたが、この絵も見ようによってはオペラかサーカスのパーフォマ

ンスを連想させる。この水彩画は１９２９年に出版されたエッセンのフォルクヴァンク美術

館所蔵品目録には«Fantastische Gottheit» の題で収録されており(25)、上記の１９４６年

６月のオデッツの輸送作品リストでは、それを英語に直訳した«Fantastic Goddess»という

タイトルで登録されている。オデッツのクレー・コレクションの中には、この二点以外にも

演劇的なシーンを扱った絵が散見するが、そこで自然に浮かんでくるのは、オデッツは彼の

劇作家としての仕事においてシーンの設定や、舞台美術のコンセプトにクレーの絵からヒン

トを受けたのではないだろうか、という問いである。これに答えるのは、現在の段階では資

料不足のため不可能といってよいが、調査の手がかりとして著名な演劇教育家でグループ・

シアターの創立者の一人でもあったリー・ストラスバーグ Lee  Strasberg が伝えているエ

ピソードを紹介しておこう。 

「アメリカンシアター・ウィングの演出家課程で教えている時に、誰かがオフビートの演劇

作品を持ち込んできたので、学生に演出家として舞台セットのヴィジョンを打ち出し、この

劇にふさわしい世界を構築する方法を説明しようとしました。その後、私はクリフォード・

オデッツのアパートで、床にポール・クレーの「天と地の間」と題された絵が置かれている

のを見ました。私が学生に説明しようとしていた舞台の特性は、クレーが作成した世界の中

にありました。オデッツはクレーを収集し、彼を偉大な芸術家と見做していました。私はク

レーを評価したいと思いつつ、その時まで果たせなかったのです。それは魔法のように思え、

私の心はそれによって揺り動かされました。」 (26)  

ここで「天と地の間」«Between Heaven and Earth»と呼ばれている作品はおそらく１９２１

年の《中間領域の町》Stadt im Zwischenreich [City in the Intermediate Realm] 1921, 

25（FIG ８）であろう。この絵はアメリカでは次に見る１９５１年のニューヨーク近代美術

館での展覧会ではじめて公開された。 

  FIG 8 
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b. ニューヨークの五つの個人コレクション精選作品展、ニューヨーク近代美術館、

Selections from 5 New York Private Collections, The Museum of Modern Art, New York

１９５１年、のチェックリストと会場写真 

ニューヨークの近代美術館は１９５１年の夏の催しとして地元の美術コレクションを紹介す

る特別展を企画した。これには Rockefeller, Whitney,  Senior, Colin そして Odets のコ

レクションから選ばれた８７の作品が展示され、ロートレックからロスコまで、ヨーロッパ

とアメリカのモダン・アートが一堂に会した。オデッツのクレー・コレクションからは２４

点が選ばれたが、特筆すべきは、クレーの小さなサイズの絵と Robert Motherwell, 

Bradeley Tomlin, Marc Rothko, Jackson Pollock, William Baziotesらの、クレーから少

なからぬ影響を受けた抽象表現主義の画家たちの大作がセクションを異にするとはいえ同時

に並べられたことであろう。この展覧会はカタログが作成されなかったので、会場の写真、

チェックリストとプレスリリースが MoMAのホームページ(27)で紹介されるまで、クレー・

センターのデータバンクに記録されなかったが、本稿のテーマであるオデッツのクレー・コ

レクションの調査研究にとって、きわめて重要である。（FIG 9,10）特に貴重であるのはこ

れまでオデッツのコレクションには含まれていなかったとされていた２点の作品が展示され、

そのうちの１点に関しては Checklistを参照することによって、今回はじめて同定すること

が可能になった。それは１９３４年に制作された《待っている男》Erwartender [Expectant 

Man] 1934, 150である。この絵は展覧会場の Mr. & Mrs. Clifford Odets と表示されたコ

ーナーの右から二番目に掛けられている。（FIG 11） 

 

FIG 9 
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FIG 10 

    

FIG 11           FIG 12 
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b1 《待っている男》Erwartender [Expectant Man]  

チェックリストにオデッツの Klee Collectionとして記載された２４点の作品のうちでこの

写真の絵に合いそうなのは 51.829番の «Expectation» だけである。クレー・センターには

この絵の写真データが収められていたが、情報不足のため同定されず、Catalogue raisonné 

Paul Klee では《無題》Ohne Titel [Untiteld] として１９３４年の作品の最後に置かれて

いる(28)。（FIG 12） 

《待っている男》Erwartender [Expectant Man] は１９３５年にバーゼルのクンストハーレ

Kunsthalle Basel で開催されたクレー展に出品され、販売価格 700 スイスフランであった

が売れず、三年後パリの Galerie Roland Balaÿ et Louis Carré では展覧会 Paul Klee. 

Tableaux et aquarelles de 1917 à 1937 の機会に« Dans l´Attente »というフランス語のタイ

トルが付けられた。そしてクレーとクレー の妻リリーLilyの死後、この絵はベルンのクレ

ー協会 Klee Gesellschaft の所蔵となり、おそらく１９４７年前半にパリの画商カーンヴァ

イラーKahnweilerに委託された。同年ヨーロッパに旅行しクレー作品を買い集めていたク

ルト・ヴァレンティン Curt Valentinは６月頃にパリからオデッツに宛てた手紙の中で、彼

が買った７点の絵を列挙しているが、その中に« Dans l´Attente»が含まれていた(29)。さらに

Buchholz Gallery. Curt Valentin のレターヘッドが付いた便箋にタイプされた同年９月１

６日付けの手紙には「昨日送ったリストには間違って 8403番の« Dans l´Attente»の値段を

120'000フランスフランと書きましたが正しくは 84'000フランスフランです。」 (30)とあ

る。いずれにせよ《待っている男》は、この後おそくとも１９５１年６月までにオデッツの

コレクションに収められることになった。そしてこの絵が１９５４年春にニューヨークのザ

イデンバーグ・ギャラリー Saidenberg Galleryで開かれたクレー展に «The Child who 

Waits» のタイトルで出品された時には、カタログにオデッツの個人蔵であるとは明記され

なかった。オデッツはおそらくこの展覧会以前に《待っている男》をザイデンバーグ・ギャ

ラリー  に売るか、別の作品と交換するかしたのであろう。 

これは筆者の想像であるが、オデッツはこの作品を購入する際、夢見るかのようでいて、ま

た茫然と立ちすくんでいるようにも見える若者の姿にもまして、フランス語に訳された「待

ちながら」« Dans l´Attente »というタイトルに惹かれるところがあったのではないか。オデッ

ツはこの題から当然彼の１９３５年のヒット作『レフティを待ちながら』Waiting for 

Lefty を想起したに違いない。大恐慌時代のタクシードライバーのストライキを素材にした

この芝居では、彼らの執行委員会の新しく選ばれた委員長、レフティは、すでに殺されてい

て、舞台に登場しない。レフティは革命ないしは社会主義を象徴すると同時に、その不在は

理想ばかりを掲げることへの警鐘でもある。オデッツの『レフティを待ちながら』は登場人

物が待っている対象を舞台の外に投影することでドラマの時空間を拡大したという点でベケ

ットの『ゴドーを待ちながら』の先駆けをなす作品であると言えるだろう。そして翻ってク

レーの作品を見れば、画中の人物は狭い空間に閉じ込められているようでありながら、《待

っている男》という題にサポートされて、心理的に作品外の対象へとわれわれの想像の次元

を広げるよううながすのだ。１９５１年の MoMAでの展覧会で、この絵が、モーツァルトの

オペラ『魔笛』のパパゲーノを連想させる作品《鳥刺し》Vogelfänger [Bird Catcher] 

1930, 47と並べて展示されているのは、両者の演劇的性格を考慮した演出であろう。 
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b2  《小さな砂丘の絵》kl. Dünenbild [Small Dune Picture] 

この MoMAの展覧会では《待っている男》と《鳥刺し》が掛けられた同じ壁に二点のともに

よく似たサイズの作品がほぼ同じ体裁の額に入れられて、並べて展示されている。《黒のプ

リンス》schwarzer Fürst [Black Prince] 1927, 24 と《小さな砂丘の絵》kl. Dünenbild 

[Small Dune Picture] 1926, 115 である。どちらも現在では美術館に収蔵され比較的良く

知られているが、後者は Catalogue raisonné Paul Klee では不思議なことにオデッツの旧

コレクションに入っていない。（FIG 13）この絵はすでに１９４９年１２月２０日から１９

５０年２月１４日まで、クレーの没後１０年を記念して開催され San Francisco, Portland, 

Detroi, St. Louis, New York, Washinton, D.C., Cincinnati を 巡回した大規模な展覧会

にも«Little Dune Picture» の英訳タイトルで出品され、カタログには«Lent by Mr, And 

Mrs. Clifford Odets, New York»と明記されている(31)。 

《小さな砂丘の絵》は先に参照した１９４６年６月のオデッツ宛の手紙に同封された作品リ

ストに «Little Landscape of the dunes» の題で記載されているから、遅くともこの時点

ですでにオデッツのコレクションに含まれていたのだ。(32) 彼がこの風景画を購入した理 

      

FIG 13        FIG 14 

由は何であったろう。一番最初に購入した《硬い植物》harte Pflanzen [Hard Plants] の

場合と同じように音楽とのアソシエーションからカラフルな線描のアラベスクに魅せられた

のだろうか。興味深いことに、オデッツは１９５２年に自分でも、この絵と比較可能な、し

かしさらに音楽化して楽譜のイメージに繋がるような水彩画《冬景色》Winter scene を描

いている。（FIG 14）水彩絵の具の薄い層をずらしながら重ねて塗る手法や束ねた平行線の

使用にはおそらく他のクレーの絵も参照されているようだ。オデッツがとりわけクレーの風 
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FIG 15           FIG 16 

景画の構成法に興味を抱いていたことは、彼がすでに１９４９年にクレーの《肥沃な土地の

眺め》Blick in das Fruchtland [View into the Fertile Country] 1932, 189 に良く似た

《海、岩、雲》Sea, rocks, and cloudsという題の水彩画をクレーの絵に倣って描いてい

ることにも見て取れよう。（FIG 15,16）オデッツがいつこのクレーの絵を買ったかは、ま

だはっきりしないが、もし彼がこの絵を実際にモデルとしたとすれば、それは１９４９年以

前であったと推測される。オデッツは《海、岩、雲》においては、下半分の海岸の岩場と海

の眺めをクレーに倣って緊密に構成し、その上に広がる空を自らのファンタジーを膨らませ

て自由に描いたのだ。この上下の対比は絵の具の塗り方にも及んでおり、とくに空のブルー

のニュアンスのある表現にはオデッツが、独学で彼なりに水彩画の洗練されたテクニックを

マスターしていたことが明らかだ。  

ｃ ニューヨークの仕事部屋 Studyでのオデッツの写真、1951年 

上述した１９５１年 MoMAでの展覧会 Selections from 5 New York Private Collectionsの

機会に美術批評家ヘンリー・マックブライドは出品したコレクターたちを訪れてアート・ニ

ュースに紹介の記事 Rockefeller, Whitney, Senior, Odets, Colin を寄せ、そこにアーロ

ン・シスキント Aaron Siskind が撮影したニューヨークの仕事部屋にいるオデッツの写真

を掲載した。（FIG 17）この写真は、冒頭でも触れたようにアメリカでの第二次大戦後のク

レー受容をシンボリックにあらわすものとしてその後もカタログや雑誌で度々取り上げられ

たが、壁に掛けられているクレーの絵については、これまで具体的に調査されなかった。そ

こで今回、これらの絵の同定を試みたところ、そのうち次の二点の作品がこれまでオデッツ

のクレー・コレクションとは無縁のものとして扱われてきたことがわかった。 

《神々のための女》ein Weib für Götter [A woman for gods] 1938, 452 （FIG 18） 

《植物園》botanischer Garten (Abteilung exotische Bäume) [Botanical Garden (Exotic 

Tree Section)] 1939, 100 
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FIG 17 

  

 

FIG 18 
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ここでは特に《神々のための女》に注目したい。この今日では有名な作品が、かつてオデッ

ツのコレクションであったことが、長らく見逃されてきたのは、ちょっとした驚きだからで

ある。このタブローはクレーの存命中には展覧会に出品されたことが無く、１９４４年 The 

Philadelphia Art Alliance の 2nd Floor Galleries でのクレー展の機会に、はじめて

《神々の花嫁》Bride of the godsのタイトルで展示された。カタログには«Lent by 

Nierendorf Gallery, New York»とある(33)。そしてすでに度々参照した１９４６年６月の

オデッツに送る作品のリストにも、同じタイトルで記載されている。オデッツはこの絵を直

接 Nierendorf Galleryからではなく、おそらくクルト・ヴァレンティン経由で購入したの

であろう。この絵についてはじめてコメントを書いたのは、１９３５年ベルンのクンストハ

ーレでクレーの亡命後はじめての回顧展をキュレートし、クレーとも知己であったマック

ス・フグラーである。彼によれば「《神々のための女》は、驚嘆すべき虚構の造形で画面い

っぱいに広がっている。つまり二つの足は画面の上の縁の両隅に持ち上げられ、横たわって

いる形で長く伸びた胴体によって、浮動する存在と支える力とが結びつけられているのであ

る。太陽の車輪と胎内の口を開いた部分は宇宙的内容への暗示である。」(34) 

面白いことにオデッツは１９４７年６月の日付のある水彩画《激情にかられた犯罪行為》

Crime of passion (2)でクレーの絵のデフォルムされた身体表現を応用しているように見え

る。（FIG 19）しかし彼は絵のテーマを神話的、宇宙的な次元から、通常の人間世界へと移

し、女性は神々ではなく犯罪者の犠牲になる。ここで想起されるのは１９４１年に初演され

た、激情の渦巻く悲劇的な三角関係を扱ったオデッツのドラマ『夜ごとの衝突』Clash bei 

Night であろう。この場合クレーの絵はオデッツにとって自らの創造行為を対象化し反省す

る契機になったのかもしれない。 

 

FIG 19 
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d.  その他の資料 

ここであと三点だけ、今回の調査で、かつてオデッツの所蔵であったことが判明したクレー

の作品を紹介しよう。 

 

FIG 20 

１９５２年ボストンの近郊にあるウェルズリー大学のファルンスワース美術館でクレー展が

開かれ、オデッツのコレクションからは１１点の絵が出品された。そのひとつ《タオラの花

園》Blumengärten von Taora [Garden in Taora] 1918, 77 は演劇の書割を思わせるオデッ

ツ好みのコンポジションで、クレーは完成した絵を縦に切断し間を少しあけて台紙に貼り付

けるという、いわゆる切断と組み替えによる技法を使ってこの水彩に、生き生きとした空白

のスペースを創出した。（FIG 20）同じくオデッツのコレクションに含まれていた《野蛮な

コンポジション》Barbarische Komposition [Barbarian Composition] 1918, 68 もこの手

法によって制作されており、オデッツがこうしたクレーの特殊なテクニックにも興味を抱い

ていたのではないかと推測される。 

またヴァレンティンが作成したオデッツのクレー・コレクションのリストには、あと二点こ

れまで同定されなかった作品がある。そのひとつは３１番のドイツ語で記載された《さまよ

う魂》Irrende Seele である。クレーはこの題のついている絵を１９３４年二点、つまり

《さまよう魂 I 》irrende Seele I [Wandering Soul I] 1934, 162 と《さまよう魂 II 》

irrende Seele II [Wandering Soul II] 1934, 166 を制作したので、そのどちらが該当す

る絵であったか、決められなかったわけである。しかし irrende Seele I [Wandering Soul 

I] が１９５２年ノイマンの画廊ニュー・アート・サークルのクレー展に«Straying Soul I»

として出品され、カタログに図版も掲載されていることから、これがオデッツの所有した作

品と考えてほぼ間違いがないだろう(35)。（FIG 21）これはオデッツのクレー・コレクショ

ンの中ではもっとも抽象的な絵のひとつであるが、イヴォンヌ・スコット Yvonne Scottは

クレーがこの作品の制作にあたって、フランスのブルターニュの巨石文化、特にモルビアン

Morbihanの巨石記念物の羨道墳に刻まれた文様を参照した可能性を指摘した(36)。実際ク
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レーは１９２８年の夏ブルターニュに旅し、カルナックの巨石記念物の遺跡などを訪れてお

り、彼が巨石の表面を覆う抽象的線描と太古の埋葬文化の結びつきに興味を抱いたことは、

当時それについての専門書を買っていることからも容易に推察できる。 

 

FIG 21 

さらにヴァレンティンのリストに記載されている３９番の «Street Morning» という作品も、

これまで同定不可能であったが、これは１９６６年３月ニューヨークの Parke-Bernet 

Galleries のオークションにかけられ、そのカタログにはかつてオデッツのコレクションで

あったとされている《パニック的な、甘美な朝》panisch-süsser Morgen [panicky-sweet 

morning] 1934, 11のことであろう(37)。（FIG 22）この絵は«Panicky Sweet Morning»の

題で、１９４１年アート・スチューデンツ・リーグ・オブ・ニューヨークのギャラリーで催

されたクレー展ではじめて公開され、１９５３年にはクルト・ヴァレンティン・ギャラリー

で, １９５４年にはザイデンバーグ・ギャラリーで展示された。抽象表現主義の画家ジョ

ン・フルトバーク John Hultbergはおそらくスチューデンツ・リーグでのクレー展を見たの

であろう、後に回顧して次のように書いている。 

 FIG 22 
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「パウル・クレーは他者の意識の中へと、恐るべき旅をした、神経過敏だが、うきうきと心

躍るような冒険、「パニック的な、甘美な朝」。彼は私たちがついて来るよういくつも扉を

開いたが、そこにちらりと見られたざわざわとしたもの、血の泡にまみれた花咲く果樹園へ

と危険を冒して入っていくものは小数に過ぎなかった。」 (38) 

１９４０年に新進のアート・コレクターとしてユトリロから出発したオデッツが、６，７年

後にクレーの、多分に実験的な《さまよう魂 I 》や《パニック的な、甘美な朝》をコレク

ションに収めたのは、おそらく彼が大戦後の若い世代の画家たちの仕事にも無関心でなかっ

たからではないだろか。具体的にそれを示す資料は見つからないが、彼の１９５０年代のコ

レクションには抽象表現主義の画家たちアドルフ・ゴットリーブ Adolph Gottliebやウィリ

アム バジオーテス William Baziotesなどの作品が含まれていて(39)、彼がクレーに留まら

ずアートシーンの新しい動きにも敏感であったことがわかる。それをよく伝えるのは、オデ

ッツが１９６１年に発表したウィレム・デ・クーニング Willem de Kooning についてのエ

ッセイの次の一節である。 

「今日芸術の歴史はアメリカではより速く動いている。おそらく裕福な人たちが「人目につ

く消費」を必要としているからだ。しかしそのほかにも理由（ヘス、グリーンバーグ、マイ

ヤー・シャピロなどの批評家）があるし、ひとつにはわたしたちの美術館が精神的により若

いからだ。ジョン・マリン、ハートレイ、ダヴ、スチュアート・デイヴィス、マックス・ウ

ェーバーなどのような２０世紀初頭のアメリカの先駆者たちをすでに呑み込んで吐き出しま

ったから（あたかも彼らを実際に見たかのごとく!）、わたしたちは今、ゴーキー、ポロッ

ク、ゴットリーブ、ロスコ、スティル、そして現在のショーのテーマであるウィレム・デ・

クーニングのような最近のアメリカの芸術家たちと対面しているのだ。」 (40) 

 

６.  エピローグ — オデッツのクレー観 

最後にオデッツが残したクレーについてのコメントと、唯一の短いエッセイを紹介して、オ

デッツがクレーの芸術をどのように見ていたか、を考えてみたい。 

まず、ノイマン宛の手紙に書かれた、比較的まとまったクレーについての記述を引用しよう。 

「空白の白い壁に６点のクレーの絵を並べて掛けると、それらをもう何度も見たということ

とは無関係に、君は６点の新鮮で生き生きとした天才の絵を見ることになる。（中略）クレ

ーは多分「英雄主義」を除いて、芸術家が持つべきすべてのものを備えている。そして彼は、

おそらくとりわけ最後期と、最初期に顕著な、一貫した質の高さを持っている。英雄主義は

「敵」を必要とするけれども、クレーはそれを持たなかった。クレーにはある意味で、芸術

の歴史のどの時代においても、一人の芸術家に集中しなかった諸々の質が一緒になっている。

彼にはアノニマスな芸術や共同体の芸術が持っていたものが備わっているので、カタログの

作成に注意が払われなければ、後世の人たちはクレーを個人でなく学校であると非難するだ

ろう。」 (41) 

ここにはクレーの絵を個人主義的でない作者不詳の芸術や共同制作された芸術と結びつける

興味深い視点がある。オデッツはクレー芸術の匿名かつ集合的な側面を、たとえば先に見た
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《さまよう魂 I 》の様な作品に強く感じ取っていたに違いない。しかしクレーは生前はむ

しろきわめて個人主義的な画家として、特に構成主義の陣営から批判されることがしばしば

であった。アメリカでの１９３０年代から４０年代にかけてのクレー受容では逆に彼の芸術

の個人主義的な面を好意的に捉える見方が主流となり(42)、これはナチスが Kunstと Volk

の失われた連携を復元しようという名目で、前衛芸術を一般大衆とは疎遠なものとして『退

廃芸術』の名の下に迫害した事実と真っ向から対立する立場であった。たとえば美術批評家

クレメント・グリーンバーグ Clement Greenbergは１９４１年に Partisan Reviewに発表し

たクレーについてのエッセイ«On Paul Klee»の中で次のように述べる。 

「クレーは彼の芸術がまさに独自なものとして個人的な特性を有することについてむしろ満

足しており、それを彼のもっとも特徴的な作品では、削減するよりは、強調することに努め

た。この点でもまた彼は、まさにドイツ人であり、彼の時代にもまして彼の国の文化の産物

なのである。」 (43)  

オデッツは、こうした美術専門家の意見に与することなく、クレーを独自の視点から捉えた

わけだが、ここには彼自身が抱えていた劇作家としての問題が反映している。ステージ・デ

ザイナーのボリス・アロンソンが要約して語っているように、『レフティを待ちながら』以

来オデッツが一貫して取り組んできたのは、いかにして芸術によって商業的な観衆を得るこ

とができるかという矛盾した難題であった。オデッツはさまざまな大衆文化の形式を彼の演

劇に取り入れ、舞台と観衆、つまりは芸術としてのプロダクションとマス・カルチャーを結

合しようと試みたが(44)、彼はある意味で１９３０年代から４０年代にかけてアメリカでポ

ピュラーになりつつあったクレーの作品に、自らの演劇の理想と繋がるものを見出したので

あろう。 

いささか飛躍するかもしれないが、オデッツの抱えていたパラドックスは、１９２４年イエ

ナの芸術協会でのクレーの講演の最後のメッセージと関連するように思われる。この講演は

オリジナルのドイツ語版が１９４５年«Über die moderne Kunst»のタイトルではじめて出版

され、１９４８年には英訳«On Modern Art»が上梓された。 

「私は、要素、主題、内容、様式の全領域にわたる非常に広範囲な作品を夢みることがしば

しばあります。（中略） 

わたしたちはいっそうそれを求めてゆかねばなりません。 

わたしたちはすでにそのために必要な部分部分の領域を見つけました、しかしまだ全体は見

つかりません。 

それというのも、わたしたちには、民衆の支えがないからです。 

しかしわたしたちは民衆を求めています。わたしたちはすでに、あのバウハウスで、民衆を

求める仕事を始めました。わたしたちはわたしたちがもっているすべてのものを捧げていま

す。それ以上のことはわたしたちにもできません。」 (45)  

最後に、オデッツが１９５２年に書き、１９５９年になってやっとノイマンの画廊の雑誌

Artloverに発表された«The world of Paul Klee»という短いエッセイを引用して、この中

間報告をひとまず終えることにしよう。その中の次のようなパッセージにはクレーのイエナ

講演におけるユートピア的な総合芸術の理想がこだましているようだ。 
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「クレーのタレント、感性そして天才の稀なコンステレーションがわたしたちの時代に再び

一個人のなかで再結成することは非常に疑わしい。ドラフトマン、画家、詩人、ミュージシ

ャン、思想家である彼は時代のどこかの交差点に位置していた。だから彼は芸術のあらゆる

分野の中で独自の立場をとっている。いつか彼の個人的な日記が出版されれば、彼が２０世

紀の最も説得力のある思慮に富んだ芸術家であることが明らかになるだろう。それらの本に

わたしたちは直感と感情に強靭に結び付けられた、電光の閃きのように大胆かつ慎み深い知

的論理を見出すだろう。さらには抒情詩そして中産階級の良識で重みをつけられた超自然的

洞察、機知に富んだ聡明な知恵、痛みを伴う謙虚さを織り交ぜた高度の洗練、そしてほとん

ど野生的な溢れるばかりの静謐な献身。これらの特質のすべては、もちろんわたしたちがク

レーの絵の世界で見つけた非常に優れた特質である。テーマは、すでに述べたように、喜ば

しいものから恐ろしいもの、幻想的なものまでじつに様々だ。彼の内と外の風景のすべての

物事、天候のあらゆる変化、過去、現在、未来のシンボルと生き物 — 見られたものも、

まだ見られていないものも — すべてがクレーのテーブルの上に載せられ、生気を注がれ、

魔術師の世界でその意のままに動く。」  

 
Endnote 

*日本語での執筆にあたっては粕井均、柿沼万里江両氏のお世話になった。記して感謝の意

を表したい。 
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Photo: unknown 
©Zentrum Paul Klee, Bern, Bildarchiv 
 
fig. 8 
Paul Klee 
Stadt im Zwischenreich [City in the Intermediate Realm] 
1921, 25, oil transfer drawing and watercolour on paper on cardboard, 31,3 x 48 cm  
Columbus Museum of Art, Sirak Collection 
© Columbus Museum of Art 
 
fig. 9 
Selections from 5 New York Private Collections, The Museum of Modern Art, New York, 
26.6.- 9.9.1951, Section Mr. and Mrs. Clifford Odets 
©2017 The Museum of Modern, Art/Scala, Florence 
 
fig. 10 
Selections from 5 New York Private Collections, The Museum of Modern Art, New York, 
26.6.- 9.9.1951, Section Mr. and Mrs. Clifford Odets 
©2017 The Museum of Modern, Art/Scala, Florence 
 
fig. 11 
Detail from the fig. 9 
 
fig. 12 
Erwartender [Expectant Man]  
1934, 150, OK: „Aquarell= Kleister= und Ölfarben / ital Ingres“ 
Location unknown 
Photo: Will Grohmann Archiv, Staatsgalerie Stuttgart 
©Zentrum Paul Klee, Bern, Bildarchiv 
 
fig. 13 
Paul Klee 
kl. Dünenbild [Small Dune Picture] 
1926, 115, Ölfarbe auf Grundierung auf Karton; originale Rahmenleisten, 32,4 x 23,2 cm  
The Menil Collection, Houston 
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© The Menil Collection, Houston 
 
fig. 14 
Clifforfd Odets 
Winter scene, 1952 
watercolor and ink on paper 
29.8 x 22.9 cm, signed and dated 
Credit Line: Courtesy of Michael Rosenfeld Gallery LLC, New York, NY 
© Walt Odets 
 
fig. 15 
Paul Klee 
Blick in das Fruchtland [View into the Fertile Country]  
1932, 189, oil on cardboard, 48,7 x 34,7 cm  
Städel Museum, Frankfurt am Main 
 
fig. 16 
Clifforfd Odets 
Sea, Rocks, and Clouds, 1949 
watercolor, ink and gouache on paper 
25.4 x 32.7 cm, signed and dated 
Courtesy of Michael Rosenfeld Gallery LLC, New York, NY 
© Walt Odets 
 
fig. 17 
Odets at his desk with a selection of his Paul Klee collection, 1951 
Photograph by Aaron Siskind 
Courtesy of Michael Rosenfeld Gallery LLC, New York, NY 
© Michael Rosenfeld Gallery LLC, New York, NY 
 
fig. 18 
Paul Klee 
ein Weib für Götter [A Woman for Gods] 
1938, 452, Kleisterfarbe und Aquarell auf Papier auf Karton, 44,3 x 60,5 cm  
Fondation Beyeler, Riehen/Basel, Sammlung Beyeler 
© Fondation Beyeler, Riehen/Basel 
 
fig. 19 
Clifforfd Odets 
Crime of Passion (2), June 1947 
watercolor, gouache and ink on purple paper  
20.3 x 22.9 cm   
signed and dated 
Private Collection; Courtesy of Michael Rosenfeld Gallery LLC, New York, NY 
© Walt Odets 
 
fig. 20 
Blumengärten von Taora [Flower Gardens of Taora] 
1918, 77 , Aquarell auf Grundierung auf Papier auf Karton  
a) 16 x 11,3 cm b) 15,9 x 13,3 cm  
Allen Memorial Art Museum, Oberlin College, Oberlin 
© Allen Memorial Art Museum, Oberlin 
 
fig. 21 
Paul Klee 
irrende Seele I [Wandering Soul I] 
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1934, 162, Ritzzeichnung in Wachsgrund auf Papier auf Karton, 18 x 26 cm  
The Hugh Lane Municipal Gallery of Modern Art, Dublin, Vermächtnis Charles Bewley 
© The Hugh Lane Municipal Gallery of Modern Art, Dublin 
 
fig. 22 
Paul Klee 
panisch-süsser Morgen [panicky-sweet Morning] 
1934, 11, coloured paste and watercolour on paper on cardboard, 31 x 49 cm  
Private collection, USA 
©Zentrum Paul Klee, Bern, Bildarchiv 
 

 

 

 


